
 使用済エアコンのフロン類をめぐるフロー推計（平成24年度） 

※１ 出荷後の経過年別の廃棄分布を用いて、廃棄台数を推定。製造年次別のフロン類等の含有量を乗じて算出。機器稼働時の平均排出係数は2％/年（産業構造審議会化学・ 
   バイオ部会地球温暖化防止対策小委員会（第２１回）‐配付資料）とした。 
※２ 一般財団法人家電製品協会 リサイクル実績 数値データ集より 

家庭・事業
所からの 
排出時点
における 
フロン類 
含有量 

 
2,546t 

 
※１ 

製造業者等による回収 ※２ 
1,479t 

地方公共団体による回収 
約0.7ｔ 

中古品輸出業者による 

海外リユース 

約20ｔ 

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟによる 

国内リユース 

約170ｔ 

消費者からのネットオークション 
0ｔ 

フリーマーケット・知人譲渡など 
約230ｔ 

リユース向け販売 

約420ｔ 

引越業者による引取り 
約140ｔ 

不用品回収業者 
（トラック型） 

無料回収場所 
（空き地型） 

不用品回収業者による引取り 
約330ｔ 

建設解体事業者による引取り 
約220ｔ 

地方公共団体による引取り 
約2.7ｔ 

小売業者による引取り 
約1,400ｔ 

不法投棄 
約0.7ｔ 

スクラップ業者
及びヤード業者
による引取り 
約390ｔ 

廃棄物処分許可業者による回収 

約75ｔ 

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟに
よる引取り 
約260ｔ 

初期フロン 
類含有量 
（製造時） 

 
3,332t 

 
※１ 

使用時の排出 
786ｔ 

参考資料２ 



 使用済冷蔵庫・冷凍庫のフロン類をめぐるフロー推計（平成24年度） 

※１ 出荷後の経過年別の廃棄分布を用いて、廃棄台数を推定。製造年次別のフロン類等の含有量を乗じて算出。機器稼働時の平均排出係数は0.3％/年（産業構造審議会化学・ 
    バイオ部会地球温暖化防止対策小委員会（第２１回）‐配付資料）とした。 
※２ 一般財団法人家電製品協会 リサイクル実績 数値データ集より 

家庭・事業
所からの 
排出時点
における 
フロン類 
含有量 

 
449t 

1,214t 
 

※１ 

製造業者等による回収 ※２ 
278t，405ｔ 

地方公共団体による回収 
約1.0ｔ，約2.8ｔ 

中古品輸出業者による 

海外リユース 

約3ｔ，約8ｔ 

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟによる 

国内リユース 

約38ｔ，約100ｔ 

消費者からのネットオークション 
約2ｔ，約6ｔ 

フリーマーケット・知人譲渡など 
約43t，約120ｔ 

リユース向け販売 

約90t，約230ｔ 

引越業者による引取り 
約25t，約68ｔ 

不用品回収業者による引取り 
約27ｔ，約74ｔ 

建設解体事業者による引取り 
約6ｔ，約15ｔ 

地方公共団体による引取り 
約3.5ｔ，約9.6ｔ 

小売業者による引取り 
約300ｔ，約800ｔ 

不法投棄 
約2.1ｔ，約5.7ｔ 

スクラップ業者
及びヤード業者
による引取り 
約26ｔ，約71ｔ 

廃棄物処分許可業者による回収 

約1ｔ，約3ｔ 

ﾘﾕｰｽｼｮｯﾌﾟに
よる引取り 

約39ｔ，約110ｔ 

初期フロン 
類含有量 
（製造時） 

 
474t 

1,289t 
 

※１ 

使用時の排出 
25ｔ 
75ｔ 

不用品回収業者 
（トラック型） 

無料回収場所 
（空き地型） 黒色数字は冷媒フロン 

赤色数字は断熱材フロン 
※ノンフロン（シクロペンタン、イソブタン） 
は除いた数値である。 

＜凡例＞ 


